
 

 

        

今年も残すところあとわずかとなりました。１２月後半ともなる

と、期末の節税対策と称して既に何らかの手を打たれている先

生方も多くいらっしゃるかと思われます。 

その中でも手っ取り早い方法として物品購入があり、中には

医療機器等の高額なものを購入される先生方もいらっしゃいま

すが、果たしてその物品購入等が節税対策として本当に有効

に働いているのでしょうか？ 
 

【【【【減価償却減価償却減価償却減価償却のののの方法方法方法方法】】】】    

既に御存知の内容かとは思われますが、頭の整理、再確認

の意味で以下の表をご覧下さい。 

資産の購入価格と減価償却方法 

①  ＜ １０万円 全額費用化 

②  ≧ １０万円 

＜ ２０万円 

３分の１費用化 

OR 全額費用化 

③  ≧ ２０万円 

＜ ３０万円 
全額費用化 

④  ≧ ３０万円 減価償却（月数按分） 

 

具体例で検証してみましょう。 

例えば④の事例、１２月に５００万円の自動車（耐用年数６

年）を購入して使用した場合にはどのようになるでしょうか？より

多くの経費を計上できる定率法で計算した場合でも、減価償

却費はわずかわずかわずかわずか約約約約１７１７１７１７万万万万４４４４千円千円千円千円〔（５００万円×０．４１７）×１ヶ

月÷１２ヶ月〕と支払い金額のたった３．５％です。 

一方、仮に１９万円のパソコンを購入して使用した場合（②

のケース）には１９１９１９１９万円全額万円全額万円全額万円全額をををを経費計上経費計上経費計上経費計上できるできるできるできるのです。 

ポイントは「「「「月数按分月数按分月数按分月数按分」」」」です。以前は６ヶ月未満の使用月数

でも月数按分を６ヶ月とすることができる「簡便償却」という制度

があった（上記自動車の計算例で言いますと、月数按分の部

分が６ヶ月÷１２ヶ月となる）ので未だ一部の先生方には誤解

が残っているようですが、現状は上記説明の通りです。「「「「期末期末期末期末にににに

おけるおけるおけるおける３０３０３０３０万円以上万円以上万円以上万円以上のののの物品購入物品購入物品購入物品購入はははは次期次期次期次期のののの節税対策節税対策節税対策節税対策にしかならにしかならにしかならにしかなら

ないないないない。。。。年内年内年内年内にににに効果効果効果効果をををを出出出出すにはすにはすにはすには３０３０３０３０万円未満万円未満万円未満万円未満のののの物品購入物品購入物品購入物品購入をををを」」」」とい

うことを再認識して下さい。 

ただしただしただしただし、「、「、「、「特別償却特別償却特別償却特別償却」」」」をををを適用適用適用適用できるできるできるできる場合場合場合場合はははは別別別別ですですですです。。。。    

これも既にご存知の知識かとは思いますが、５００万円以上

の医療用機器等を購入して使用した場合、通常通常通常通常のののの減価償却減価償却減価償却減価償却

費費費費にににに加加加加ええええ、、、、そのそのそのその資産資産資産資産のののの取得価格取得価格取得価格取得価格のののの１４１４１４１４％％％％をををを追加追加追加追加でででで経費計上経費計上経費計上経費計上すすすす

ることがることがることがることが可能可能可能可能ですですですです。。。。この特別償却額の部分は月数按分の対象

とはなりませんので、この部分に関しては一定の効果はあると言 

 

 

 

 

 

 

えるでしょう。 

 

【【【【償却資産税償却資産税償却資産税償却資産税（（（（固定資産税固定資産税固定資産税固定資産税））））とととと減価償却減価償却減価償却減価償却のののの関係関係関係関係】】】】    

再度左記の表をご覧下さい。表における②のケースですが、

１０万円以上２０万円未満の資産については、３分の１費用化

と全額費用化を選択することができます。これについてはご存知

ない先生方が多いのですがそのそのそのその選択如何選択如何選択如何選択如何によってはによってはによってはによっては固定資産固定資産固定資産固定資産

税税税税がかかってくるがかかってくるがかかってくるがかかってくるという事実です。 

ご存知の通り、土地、家屋以外の事業用の器具・備品・医

療機器等にも固定資産税がかかるのですが、例えばパソコンを

１８万円で購入した場合を考えてみましょう。この場合、３分の

１の６万円を経費計上した場合と、１８万円の全額を経費計

上した場合で比較すると、前者前者前者前者をををを選択選択選択選択したしたしたした場合場合場合場合にはかからないにはかからないにはかからないにはかからない

固定資産税固定資産税固定資産税固定資産税がががが後者後者後者後者をををを選択選択選択選択したしたしたした場合場合場合場合にはかかってしまうのですにはかかってしまうのですにはかかってしまうのですにはかかってしまうのです。。。。    

税額の目安としましては、毎年の減価償却後の資産の帳簿

価額の１．４％程度ですので影響額としてはあまり大きいものと

はいえないのですが、きっちり説明させて頂きますと、それならば

３分の１経費計上を選択するという先生方が多いのも事実で

す。 

全額費用化を選択した方が短期的な税金が少なくなるのも

事実で、状況に応じて判断して頂くことになります。 
 

【「【「【「【「事業事業事業事業のののの用用用用にににに供供供供するするするする」」」」とはとはとはとは】】】】    

次に重要な注意点をお伝えさせて頂きます。減価償却費を

計上できる時期は厳密に言いますと、資産資産資産資産をををを購入購入購入購入しししし、、、、納品納品納品納品されされされされ

たたたた時時時時ではなくではなくではなくではなく、、、、実際実際実際実際にににに事業用事業用事業用事業用としてとしてとしてとして使用使用使用使用しはじめたしはじめたしはじめたしはじめた時時時時という事実

です。これを難しい言葉で「事業の用に供する」というのですが、

つまり、期末に医療機器を購入購入購入購入してもしてもしてもしても、、、、年度内年度内年度内年度内にににに一度一度一度一度もももも利用利用利用利用

していないしていないしていないしていない、、、、あるいはあるいはあるいはあるいは利用利用利用利用できるできるできるできる状況状況状況状況になっていないようなになっていないようなになっていないようなになっていないような場合場合場合場合

にはにはにはには減価償却費減価償却費減価償却費減価償却費のののの計上計上計上計上はははは認認認認められないめられないめられないめられないということです。    

以前、税務調査において、とある医療機関で医療機器を稼

動させるのに特定の消耗品が必要だったのですが、期末に購

入した医療機器に対して、その消耗品の仕入れが年内に行な

われていなかった事実を指摘され、その医療機器の減価償却

費の計上を否認された事例が実際にございました。先ほど説明

させて頂きました「特別償却」の適用要件も同様ですので、くれ

ぐれもご注意下さい。 

 

年内も残り１週間ですが、左記の表の①、②、③については

まだ対応が可能です。必要のないものを購入する必要はありま

せんが、当面必要なもので年内購入が可能なものがないか、

最終の検討をお願い致します。 
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